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東京海上ターゲット・イヤー・ファンド2065＜愛称 年金コンパス＞ 

 
東京都千代田区丸の内１－８－２ 鉃鋼ビルディング 

お問い合わせ窓口 

東京海上アセットマネジメント サービスデスク 0120-712-016 

受付時間：営業日の９時～17時 

https://www.tokiomarineam.co.jp/ 

 

 

 

 
 

東京海上ターゲット・ 

イヤー・ファンド2065 

＜愛称 年金コンパス＞ 

 

第７期 運用報告書（全体版） 
 

（決算日 2026年１月26日） 

 

受益者のみなさまへ 

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお

礼申し上げます。 

さて、「東京海上ターゲット・イヤー・

ファンド2065＜愛称 年金コンパス＞」

は、このたび、第７期の決算を行いま

したので、期中の運用状況をご報告申

し上げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜ります

よう、お願い申し上げます。 

 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 
追加型投信／内外／資産複合 

（課税上は株式投資信託として取扱われます。） 

信託期間 無期限（2019年９月20日設定） 

運用方針 
信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざし
て運用を行います。 

主要投資 
対  象 

東京海上ターゲット・ 
イヤー・ファンド2065 

以下４つのマザーファンドを主
要投資対象とします。 

Ｔ Ｍ Ａ 日 本 株 
Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

TOPIXに採用されている銘柄 

Ｔ Ｍ Ａ 日 本 債 券 
イ ン デ ッ ク ス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

わが国の公社債 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 株 式 
イ ン デ ッ ク ス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

外国の株式 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 債 券 
イ ン デ ッ ク ス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

外国の公社債 

投資制限 

東京海上ターゲット・ 
イヤー・ファンド2065 

・株式への実質投資割合には制
限を設けません。 

・外貨建資産への実質投資割合
には制限を設けません。 

Ｔ Ｍ Ａ 日 本 株 
Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

株
式
へ
の
投
資
制
限 

制限なし 
外
貨
建
資
産
へ
の
投
資
制
限 

20％以下 

Ｔ Ｍ Ａ 日 本 債 券 
イ ン デ ッ ク ス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

10％以下 20％以下 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 株 式 
イ ン デ ッ ク ス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

制限なし 制限なし 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 債 券 
イ ン デ ッ ク ス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

10％以下 制限なし 

分配方針 

毎決算時に、原則として経費控除後の、繰越分を含め
た配当等収益および売買益（評価益を含みます。）等か
ら、基準価額の水準、市況動向等を勘案して分配を行
う方針です。ただし、分配対象額が少額の場合等には、
収益分配を行わないことがあります。 
収益の分配に充当せず、信託財産内に留保した利益に
ついては、運用の基本方針に基づいて運用を行います。  
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東京海上ターゲット・イヤー・ファンド2065＜愛称 年金コンパス＞ 

 
原則、各表の数量、金額の単位未満は切り捨て、比率は四捨五入で表記していますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と一致し

ない場合があります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

また、－印は組み入れまたは売買がないことなどを示しています。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 
３期(2022年１月25日) 12,579 0 9.5 65.5 2.5 31.1 0.8 463 
４期(2023年１月25日) 13,059 0 3.8 68.3 1.6 29.2 0.8 978 
５期(2024年１月25日) 16,078 0 23.1 67.7 2.7 28.6 0.7 1,987 
６期(2025年１月27日) 18,228 0 13.4 65.3 2.2 31.6 0.6 3,003 
７期(2026年１月26日) 21,013 0 15.3 65.5 2.7 31.1 0.5 4,072  

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しています。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しています。 
（注） 株式先物比率は、買建比率－売建比率です。 

 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 
2025年１月27日 18,228 － 65.3 2.2 31.6 0.6 

１月末 18,216 △ 0.1 65.4 2.6 31.5 0.6 
２月末 17,589 △ 3.5 64.3 2.7 32.6 0.6 
３月末 17,362 △ 4.8 64.4 3.2 32.2 0.6 
４月末 17,127 △ 6.0 65.3 2.2 32.3 0.6 
５月末 17,799 △ 2.4 67.6 1.6 30.4 0.6 
６月末 18,265 0.2 66.8 1.5 31.4 0.6 
７月末 18,797 3.1 66.9 1.7 30.8 0.6 
８月末 19,106 4.8 66.2 2.2 31.2 0.6 
９月末 19,566 7.3 65.8 2.5 31.2 0.6 
10月末 20,444 12.2 67.0 1.7 30.9 0.5 
11月末 20,636 13.2 65.4 2.5 31.5 0.5 
12月末 20,798 14.1 65.3 3.0 31.4 0.5 
(期  末)       

2026年１月26日 21,013 15.3 65.5 2.7 31.1 0.5 
 

（注） 騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しています。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しています。 
（注） 株式先物比率は、買建比率－売建比率です。 
 

当ファンドにベンチマークはなく、また当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる指数もないため、ベンチマーク、参考指数を記載
していません。 
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東京海上ターゲット・イヤー・ファンド2065＜愛称 年金コンパス＞ 

○運用経過 (2025年１月28日～2026年１月26日) 

■期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2025年１月27日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

 

◇基準価額の主な変動要因 
プラス要因 

・AI（人工知能）関連市場の成長期待の高まりによる国内外の半導体関連株や大手IT企業の株価上昇 

・高市政権の積極的な財政出動や緩和的な金融政策継続への期待、および財政拡大を背景とした円安の進行 

・FRB（米連邦準備制度理事会）による利下げ期待の高まりや米国の関税協議の進展 

 

マイナス要因 

・日銀の利上げや拡張的財政政策を背景とした10年国債利回りの上昇（債券価格の下落） 

・米国の関税政策によるインフレの加速や景気減速への懸念の高まり 

 

  



品 名：90049_635091_007_03_東京海上ターゲット・イヤー・ファンド2065_1091843.docx 

日 時：2026/3/6 9:26:00 

ページ：3 

 

－ 3 － 
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■投資環境 
【国内株式市場】 

当期の国内株式市場は上昇しました。期初は、米国による関税政策に対する懸念の高まりや日米金融政策の思惑から、国

内株式市場は一進一退の展開となりました。2025年４月にはトランプ米政権が発表した事前予想を上回る相互関税や、米中

の関税応酬を受けた世界的な景気後退懸念から、極端なリスク回避の展開となりました。しかしその後、相互関税の一部を

90日間停止すると表明したほか、米中両政府による相互関税の大幅引き下げが好感され、国内株式市場は反発上昇しまし

た。７月以降は日米の関税交渉が妥結したことで不透明感が低減したことに加え、AI関連市場の成長期待の高まりから半導

体・電子部品関連を中心に国内株式市場は上昇が継続しました。期末にかけては、衆議院解散の観測報道を受けて、高市政

権の高い内閣支持率を背景に与党が議席数を増やし、安定した政権運営が可能になるとの期待感から、国内株式市場は上昇

しました。 

 

【国内債券市場】 

当期の10年国債利回りは上昇しました。期初、米国による財政拡張政策への警戒感や日銀による早期利上げ期待などか

ら、10年国債利回りは1.6％近辺まで上昇しましたが、2025年４月に入ると米国の関税政策に伴う景気後退懸念などから日

銀による追加利上げ観測は大幅に後退し、一時1.1％程度の水準まで低下しました。その後、米中が相互関税の引き下げで

合意したことに伴い景気悪化懸念が和らぐと、10年国債利回りは1.6％台半ばまで上昇しました。期半ば以降は、財政拡張

政策に対する警戒感が高まったことや、日銀が12月の金融政策決定会合で政策金利を0.75％に引き上げつつ、物価の上振れ

リスクについて言及したことにより、政策金利の最終着地点がより高くなる可能性などが意識され、10年国債利回りは2.2％

台半ばへと上昇基調を強めました。 

 

【外国株式市場】 

当期の外国株式市場は上昇しました。期前半は、米国の関税政策によるインフレの加速や景気減速懸念から外国株式市場

は下落しましたが、米中が相互関税の引き下げで合意したことを受け、世界的な貿易摩擦の緩和期待が高まりました。また、

中東情勢の緊迫化がマイナス要因となった一方、FRB高官の発言を受けて早期利下げ期待が高まったことや停戦合意などが

プラス要因となり、外国株式市場は上昇しました。期後半は、日米貿易協定の合意や米国とEU（欧州連合）との関税協議進

展への期待が高まり、また、FRBによる利下げの実施やAI成長期待によるIT関連銘柄の上昇などにより、外国株式市場は上

昇しました。期末にかけては、米中間の関税緩和措置の合意や米国政府機関の閉鎖が終了したことに加え、その後発表され

た経済指標が労働市場の低迷を示唆していたことから、2025年12月のFOMC（米連邦公開市場委員会）での利下げ期待が高ま

り、外国株式市場は上昇しました。 

 

【外国債券市場】 

当期の米国債利回りは低下しました。期前半、トランプ米政権が大規模な相互関税を発表したことを契機として急速に米

ドル離れが進み、米国債利回りが大きく上昇する局面もありましたが、その後、主要各国の関税引き下げ交渉が進むなか、

低下に転じました。期半ばにかけては、米国雇用市場の減速懸念から利下げ期待が高まり、米国債利回りは低下基調で推移

しました。 

ドイツ国債利回りは上昇しました。期初、ドイツで大規模な財政拡張案が可決されたことを受け、ドイツ国債利回りは大

きく上昇しました。その後、トランプ米政権による相互関税の発表を受けてドイツ国債利回りは低下したものの、その後は

ECB（欧州中央銀行）の利下げ終了観測が高まり、期末にかけて上昇基調で推移しました。 

 

【為替市場】 

米ドル円為替レートは、おおむね横ばいとなりました。期前半にかけては日銀の利上げ期待の高まりや米国関税政策を受

けた米ドル離れの動きから、円高米ドル安が進行しました。期中、自民党総裁に高市氏が選出されたことを受けて円安米ド

ル高に転じると、高市政権による財政拡大懸念から、期末にかけて円安米ドル高基調が継続しました。 

ユーロ円為替レートは、円安ユーロ高となりました。米国関税政策による米ドル離れを受けたユーロ高の進行に加えて、

高市政権による財政拡大懸念の高まりなどから、期を通じて円安ユーロ高基調で推移しました。 
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■ポートフォリオについて 
＜東京海上ターゲット・イヤー・ファンド2065＞ 

国内外の複数の資産（国内株式、国内債券、外国株式、外国債券）を主要投資対象とするマザーファンドを、それぞれの

資産配分比率に応じて組み入れました。各マザーファンドの値動きによって生じる組入比率の変動に対し、資産配分からの

乖離の修正を適宜行い、期を通じて各資産の資産配分を維持しました。当期中の資産配分比率は以下の通りです。 

 

【資産配分比率】 

 
 

以上の運用の結果、当ファンドの基準価額は、各マザーファンドの値動きを反映し、15.3％上昇しました。 

 

＜ＴＭＡ日本株ＴＯＰＩＸマザーファンド＞ 

ベンチマークであるTOPIX（配当込み）に連動する投資成果を目指して運用しました。当期の基準価額は32.1％上昇し、

ベンチマークにほぼ連動する値動きとなりました。 

＜ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド＞ 

ベンチマークであるNOMURA－BPI（総合）に連動する投資成果を目指して運用しました。当期の基準価額は6.7％下落し、

ベンチマークにほぼ連動する値動きとなりました。 

＜ＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンド＞ 

ベンチマークであるMSCIコクサイ指数（配当込み、円ヘッジなし・円ベース）に連動する投資成果を目指して運用しまし

た。当期の基準価額は17.4％上昇し、ベンチマークにほぼ連動する値動きとなりました。 

＜ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド＞ 

ベンチマークであるFTSE世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円ベース）に連動する投資成果を目指して運用

しました。当期の基準価額は9.4％上昇し、ベンチマークにほぼ連動する値動きとなりました。 

 

■当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けていません。 

また、当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる参考指数もないため、記載する事項はありません。 
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■分配金 
当期においては、運用の効率性などを勘案して、収益分配を行わないこととしました。収益分配に充てなかった収益につ

いては信託財産内に留保し、当ファンドの運用方針に基づいて運用を行います。 

 

◇分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第７期 

2025年１月28日～ 
2026年１月26日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 11,013  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針  

＜東京海上ターゲット・イヤー・ファンド2065＞ 

引き続き、国内外の複数の資産（国内株式、国内債券、外国株式、外国債券）を主要投資対象とするマザーファンドを、

それぞれの資産配分比率に応じて組み入れ、各マザーファンドの値動きによって生じる組入比率の変動に対し、資産配分か

らの乖離の修正を適宜行い、期を通じて各資産の資産配分を維持する運用を行います。 

 

＜ＴＭＡ日本株ＴＯＰＩＸマザーファンド＞ 

＜ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド＞ 

＜ＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンド＞ 

＜ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド＞ 

引き続き、上記４つのマザーファンドとも各々のベンチマークに連動する運用成果をめざして運用を行います。 
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東京海上ターゲット・イヤー・ファンド2065＜愛称 年金コンパス＞ 

○１万口当たりの費用明細 (2025年１月28日～2026年１月26日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 58  0.307  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (27)  (0.143)  ＊委託した資金の運用、基準価額の計算、目論見書作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (27)  (0.143)  ＊購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの 
 管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 4)  (0.022)  ＊運用財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.005   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
＊売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 1)  (0.004)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.000)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 0)  (0.001)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.002   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
＊有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.002)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 3   0.018   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 1)  (0.006)  ＊保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金 
 の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 2)  (0.011)  ＊監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  ＊その他は、信託事務等に要する諸費用 

 合 計 62   0.332    

期中の平均基準価額は、18,808円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 
（注） 消費税は報告日の税率を採用しています。 
（注） 各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。 
（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものを含みます。 
（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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東京海上ターゲット・イヤー・ファンド2065＜愛称 年金コンパス＞ 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は0.32％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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東京海上ターゲット・イヤー・ファンド2065＜愛称 年金コンパス＞ 

○売買及び取引の状況 (2025年１月28日～2026年１月26日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＴＭＡ日本株ＴＯＰＩＸマザーファンド 152,195 435,549 126,318 362,419 

ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド 396,419 457,199 161,860 187,354 
ＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンド 70,551 507,310 52,430 385,097 
ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド 75,159 157,419 41,263 86,727 

 
 
 

○株式売買比率 (2025年１月28日～2026年１月26日) 

 

項 目 
当 期 

ＴＭＡ日本株ＴＯＰＩＸ 
マザーファンド 

ＴＭＡ外国株式インデックス
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 16,571,144千円 68,942,005千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 80,097,330千円 338,714,267千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.20   0.20   
 
（注） (b)は、各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

（注） (c)は、小数点以下２位未満を切り捨てています。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年１月28日～2026年１月26日) 

 

 該当事項はございません。 

 

 

＜ＴＭＡ日本株ＴＯＰＩＸマザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 147 25 1,120 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは東京
海上ホールディングス株式会社です。 

 
  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 

利害関係人の発行する有価証券等 
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○組入資産の明細 (2026年１月26日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＴＭＡ日本株ＴＯＰＩＸマザーファンド 389,477 415,353 1,427,613 

ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド 552,986 787,545 875,120 

ＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンド 143,884 162,006 1,368,611 

ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド 144,176 178,072 400,716 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2026年１月26日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＴＭＡ日本株ＴＯＰＩＸマザーファンド 1,427,613 35.0 

ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド 875,120 21.4 

ＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンド 1,368,611 33.5 

ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド 400,716 9.8 

コール・ローン等、その他 12,064 0.3 

投資信託財産総額 4,084,124 100.0 
 
（注） ＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（430,994,348千円）の投資信託財産総額

（431,548,080千円）に対する比率は99.9％です。 

（注） ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（31,299,270千円）の投資信託財産総額

（31,402,300千円）に対する比率は99.7％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値で邦貨換算したものです。なお、当期末における邦貨換算レートは１

米ドル＝154.85円、１カナダドル＝113.10円、１メキシコペソ＝8.927円、１ユーロ＝183.68円、１英ポンド＝211.51円、１スイスフラ

ン＝199.32円、１スウェーデンクローナ＝17.40円、１ノルウェークローネ＝15.92円、１デンマーククローネ＝24.60円、１ポーランド

ズロチ＝43.6322円、１豪ドル＝107.09円、１ニュージーランドドル＝92.31円、１香港ドル＝19.86円、１シンガポールドル＝121.88

円、１マレーシアリンギット＝38.9385円、１イスラエルシェケル＝49.3501円、１オフショア元＝22.2883円です。 

 

  

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2026年１月26日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 4,084,124,082   

 ＴＭＡ日本株ＴＯＰＩＸマザーファンド(評価額) 1,427,613,223   

 ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド(評価額) 875,120,029   

 ＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンド(評価額) 1,368,611,340   

 ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド(評価額) 400,716,794   

 未収入金 12,062,696   

(B) 負債 11,762,102   

 未払解約金 5,788,369   

 未払信託報酬 5,767,818   

 その他未払費用 205,915   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 4,072,361,980   

 元本 1,937,977,886   

 次期繰越損益金 2,134,384,094   

(D) 受益権総口数 1,937,977,886口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 21,013円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は1,647,797,585円、期中追加設定元本

額は657,390,414円、期中一部解約元本額は367,210,113円です。

（注） 上記表中の次期繰越損益金が△表示の場合は、当該金額が投資

信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定する額

（元本の欠損）となります。 

（注） 上記表中の１万口当たり基準価額が、投資信託財産の計算に関

する規則第55条の６第11号に規定する計算口数当たりの純資

産の額となります。 
 

○損益の状況 (2025年１月28日～2026年１月26日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 52   

 受取利息 52   

(B) 有価証券売買損益 506,296,150   

 売買益 608,730,779   

 売買損 △  102,434,629   

(C) 信託報酬等 △   10,851,387   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 495,444,815   

(E) 前期繰越損益金 400,952,652   

(F) 追加信託差損益金 1,237,986,627   

 (配当等相当額) (    619,801,132)  

 (売買損益相当額) (    618,185,495)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 2,134,384,094   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 2,134,384,094   

 追加信託差損益金 1,237,986,627   

 (配当等相当額) (    621,331,243)  

 (売買損益相当額) (    616,655,384)  

 分配準備積立金 896,397,467   
 

（注） (B)有価証券売買損益は、期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等は、消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金は、信託の追加設定の際、追加設定をした

価額から元本を差し引いた差額分です。 

（注） 分配金の計算過程は以下の通りです。 

項 目 当 期 

a. 配当等収益(費用控除後) 59,750,229円 

b. 有価証券等損益額(費用控除後) 435,694,586円 

c. 信託約款に規定する収益調整金 1,237,986,627円 

d. 信託約款に規定する分配準備積立金 400,952,652円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 2,134,384,094円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 11,013円 

g. 分配金 0円 

h. 分配金(１万口当たり) 0円 
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○お知らせ  

・2023年11月に成立した「投資信託及び投資法人に関する法律」の一部改正の施行により、従来運用報告書の

書面交付義務としていた規定が、電磁的方法を含む情報提供義務と改められることに伴い、2025年４月１日

付で所要の約款変更を行いました。 

 

 上記の通り、2023年11月に「投資信託及び投資法人に関する法律」の一部改正が行われ、交付運用報告書に

ついては書面交付を原則としていた規定が変更されました。本件により、デジタル化の推進を通じて顧客の

利便性向上を図るとともに、ペーパーレス化による地球環境の保全など、サステナビリティへの貢献に繋が

るものと捉えております。今後も顧客本位の業務運営を確保しつつ、電磁的方法での情報提供を進めてまい

ります。 
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